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   A case of  priapism, 6 aged male infant, was  reported. At a glance, this case 
was suspicious of male sexual precocity, but it was revealed as priapism by the 
quantative estimation of hormones. The cause in this case existed in the cerebro-
spinal changes. This patient was the youngest case in our country.
緒 言
持続勃起症は性感 を伴 わない持久性勃起 で,
多 くは終痛を伴 う特異 な病的状態で ある,,私は
最近,6才 の男子に見 られた持続勃起 症の1例















































ル酸3滴 い 、,沈渣 に は 異 常 はな かつ た.
尿 巾 ステ ロイ ド定 量:17・Ketosteroidは1.54mg/
day,17-OH・Corticoidは273γ/day及びEstrogen
は9.43γ/dayで,凡て 正 常で あつ た.
歯 牙 発生 及 び手根 骨 化 骨 数 二第1大 臼歯 の発生 は2
本で あ り,手 根 骨化pantwは6個で,歯 牙 発生 は遅 れ て
い る.
身 体 各 部計 測:身 長106.4cm,体重18.6kg,頭
囲55,0cm,胸 囲57.Ocm,手長13.Ocm,下 肢長
48.Ocmで正 常 の発育 を示 して い る.
トル コ鞍 計 測:前 後径10mm,垂 直 径8mmで 著 変
は ない.
神 経 学 的検 査 所見:膝 蓋 腱 反射 及 び アキ レス腱 反 射
は充 進 し,上 下 肢 に 極 く軽 度 の強直 を 認 め るが,病 的
反射 はな い.
Aschheim・Zondek反応:異 常 は認 め られ ない 。
排 泄 性 腎 孟 レ線 像及 び気 体後 腹 膜 レ線 像:異 常 は な
い.
局 所 々見:陰 毛 の発 生 は な いが,陰 茎 は完 全 に勃 起
し,腹 壁 と鋭 角を 成 し,特 に 陰茎 海 綿 体部 は著 明な強
直状 を呈 してい る.触 診 す る も落 痛 を訴 えず,又 冷 感
もない.包 皮 は完 全 に礫 伝 し,亀 頭 を露 出 してい る.
勃 起 陰茎 の長 さは7.5c皿,太 さは2.4cmで あ る.
畢 丸 は 侵 さ3.4c皿,幅2.2cm,厚 さ2.Ocmで 同
年 正 常児 よ りも遙 かに 大 きい(第1図).
畢 丸 の組 織 像kneedlebiop3y、細 精 管 セよ細 く,
間 質 の増 殖 した部 分 も見 られ るが,一 部 で は細 精 管 は
可 成 り太 くな つて 間 質 が少 く,成 人 の睾 丸 を思 わ しめ
る所 もあ る.上 皮 は萎 縮状 で,ヘ マ トキ シ リソ ・エ ォ
ヂ ン染色 で は殆 ん どセル トリー氏 細 胞 か ら成 つ て い る
様 に見 え,精 母細 胞 等 は 明 かで な く,造 精 機 転 は見 え
な い 。一 般 に 小児 の畢 丸 とい うよ り も,萎 縮 した成 人
の睾 丸 に近 い 像 を呈 して い る(第2図)。
経過:入 院 後1週 間 目 よ り,即 ち約2.5カ 月の後 に
勃 起 は 自然 に 且つ 速 かに 消失 した.し か し非 勃 起時 の
陰 茎 は,長 さ6cm,太 さ2・2cmで,同 年 令児 よ り
遙 か に 大 きい.
勃 起 消槌 後,息 者 は時 折 り陰茎 を もて あ そび,稀 に
陰茎の勃起を見た.
考 按
自験例では,普 通の持続 勃起症 と一見異 り,
陰茎 の落痛を は じめ何等の苦 痛のない事,及 び
陰毛 の発生は なかつたが,陰 茎及び睾丸が異常
に大きいので,内 分泌障 碍に よる男子性徴 の早
期発達 によるもの とも考え られたので,種 々の
ホルモン関係 の測定を行つた.そ の結果,測 定
値は凡 て正常値 であつたので,普 通の持続勃起
症で ある事が確定 した.こ の機会に本症 にっい
て色 々と考按 してみたい と思 う.
(ユ)発生頻度:Hinman(1914)は1914年迄 に
自験例の2例 を加 えて持 続勃起症 の171例を報
告 してお り,こ れにMcKayeta1.(1929)の22
例を加えてDawson(1939)は,その200例以
上 の報告例が見 られた といつている.更 に大越
(1950)は1950年迄 に 自験例 の1例 を加 えて
385例の症例 を集 めている.本 邦症例数 は私の
調査 によると,山 本(1930)の血管 内被 腫によ
る1例 を噛矢 として現 在 までにその確 実な31例
の報告が ある(重 症 の脊髄損傷 で直 ちに死亡 し
たものを含 まない)
(2)年令別発生頻度:Hinmanによると本症は
いかなる年令 に も起 り得 るが,特 に20才代 から
50才代迄の症例 が記載 の明 らかなもの129例中
97例(75.2%)で最 も多 く,20才以下の症例 は
18例(14.0%)にすぎない.Herzo9(1953)の
7例 の報告例 も亦,そ の最低年令 は22才 であ
り,最 高年令は50才で ある.自 験例の1例 を加
えた本 邦症例 の年令別発生頻度は,記 載 の明か
な28例について見 ると,20才代 は9例(32.2%
で最 も多 く,9才 以下の小児 に見 られた症例は
僅か に3例(10.7%)で,比 較的少 い(第1
表)
第1表ゴ本邦症例の年令別発生頻度














③ 勃起持続期間:大 越 のい う如 く,短 い方
の限界については,即 ち何時間以上続 くものが
本症 といい得 るかは甚だ困難 であるが,長 い方
の症 例 としてはCallomon(1927)の2年間持
武井一幼児に見 ら.}Lた持続勃起症の1例
続 した報告例が ある.Hinmanの 統計に よる
と,神 経性原因に よる持続勃起症の8596は10日
以内で比較 的短 期間 であるの に対 して,機 械 的
原因に よるものの65%は20～60日間 と稻 々持続
期間が長 い.本 邦症例 におい て,記 載 の明かな
もの17例中,そ の最高持続 期間は国分等(1949)
の約半年の症例 を筆頭 に,山 本及び緒 方(1939)
の各4ヵ 月の症例,山 科(1937)及び宮内等
(1938)の各2ヵ 月の症例等が ある.以 上 の症
例の中,国 分,山 本,緒 方及 び山科 の4症 例は
いつれ も機械 的原 因に よるもの と思 われる.最
小持続期聞 は原 田等(1941)の8日間の症例 で
あるが,そ の原因は,陰 茎及び尿 道海綿体 の細
網肉腫による機械的 なもので あつた.1～2カ
月間の持続症例 は10例で,半 数以上 を占めてい
る.自 験例 は約2.5ヵ月の持 続で あつた.
㈲落痛:本 症は強い 終 痛 を 伴 うのが普通で
あるが,Hinman及びDawsonは 小数例 にお
いて殆 ん ど落痛 を伴わない事 もあ るといつてい
る.Frontzetal.(1928)も亦51才の4ヵ 月間
持続 した勃起症例において全 く終痛が なかつた
といつている。本 邦症例 中,記 載 の明 かなもの
では23例に落痛 がみ られているが,原 田等及び
国分等 の腫瘍に よる症例 では,疹 痛は極 めて軽
度であつた.自 験例 においては全 く終痛が なか
つた.
㈲本邦症例 の疾患別 分類:発 生機転 を基 とし
た分類法は,Scheuer(1911),Hinman及び大
越等に よつて試 みられ ているが,既 往 文献例 を
実際に分類 するためには,記 載不充分のため疾
患別分類法 を採 らざるを得 ない.か か る分類法
は,Tay】or(1899),Lohnstein(1906)及び宮
内等(1938)によつて行われ てい る.自 験例 の
1例を含めた本邦症例において,記 載 の明かな
もの29例中腫瘍に よるものが7例(24.1%)で
最 も多 く,炎 症及び 白血病に よる ものが夫 々5
例(17.296)ずつで これに次ぎ,脳 脊髄性及 び
局所の外傷 によるものが夫 ・々 4例(13.80/o)で
第3位 を占めてい る(第2表)
(6)成因:持 続勃起症の成立の第1条 件は,外
性器へ の機械的刺戟 と,神 経 系への刺戟 であ
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は,海 綿体における血液 の粘稠度 の増加 には,
動静脈吻合の領域 における神経細胞の内分泌的
作用が関与す ると述べてい る.Herzogの7例
の報告中4例 迄が陰 茎 海 綿 体の切開 に よつ て
明かに黒色の凝固血液 を認 めてお り,そ の 他
Defesche(1939),Levantetal.(1954)の62
才の野兎病患者に発生 した持 続勃起症例では,
剖検の結果勃起組 織に著明 な血栓形成 を認 めて
い る.
(7)小児 にみ られた症例;Hillmanによるとそ
の最小発生年令の症例 は,生 後直ちに発生 した
先 天梅毒児 の1例 であ る.Dawsonは8才 の
鎌形赤血球性貧血 に よる症例 を,Menzelは5
才 の不明 な感染性疾患に よる症例を,Depaillat
(1954)は12才の白血病症例 を報告 している.本
邦におけ る10才未満 の症例報告は藤井等(1942)
の7才 の慢性骨髄性白血病 の1例 及 び 児 玉
(1955)の8才6ヵ月の急性骨髄性白血病 の1
例が あるに過 ぎず,自 験例 を加えて計3例 であ
り,そ の中で も自験例 は6才 で最 も若年者で あ
る.
(8)脳脊髄疾患 による症例:Kocker(1896)は
第2～ 第3胸 椎の 肉腫 が脊髄 を圧迫 して発生 し
た症例 を報告 し,Hinmanは 脳性の もの17例





脳 脊髄梅毒及び癩 癩に よる症例等が ある.叉 脊
椎骨折に よる13例の蒐集の うち,11例が頸 椎で
他は第2胸 椎 と第3腰 椎 の1例 ずつで あつた と
述べている.Bernardi(1938)も亦脊髄擁 によ
る症例 を発表 している.本 邦では,野 島(1953)
の頸髄損傷 の2例 及 び胸髄損傷 の1例 が ある.
自験例 は結核性脳膜炎が経過 し,且 つ脊惟 カ リ
エスが存在 しているので,当 然脳脊髄性 の原因
に よるものであると考え られ る.
結 語
私 は,6才 の男子 に見 られた持続勃起症 の1
例 を報告 した.こ の症例 は一見男子性徴 の早期
発達を疑わ しめたが,ホ ルモン定量等 の結果,
普通の持続勃起症で ある ことが確定 した.そ の
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第2図:畢 丸 の組 織(needlebiopsy)
a.正 常 の 細精 管
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